
上
部
工

部　　材 補　修　工 規格

伸縮装置取替工

グラウト再充填工 リパッシブ工法

KMSIII同等品

常温亜鉛メッキ

主桁

【補修対策工法一覧表】

落橋防止装置

伸縮装置

落橋防止装置防錆工

主桁、横桁、床版 ひび割れ補修工
ひび割れ注入工(エポキシ樹脂1種)

ひび割れ充填工(ポリマーセメントモルタル)

地覆 剥落防止シート剥落防止工

下
部
工

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工(エポキシ樹脂1種)

左官工(ポリマーセメントモルタル)

橋台、橋脚

橋台、橋脚 断面修復工

左官工(ポリマーセメントモルタル)主桁、横桁、床版、地覆 断面修復工

排水装置 VP管取替、排水桝設置、取付金具取替排水装置補修工

支承 常温亜鉛メッキ支承防錆工

照明灯 パテ処理、常温亜鉛メッキ照明施設補修工

橋梁補修一般図

A1 P1 P5P2 P3 P4 P6 P7 P8 P9 A2

起点側
右　岸

終点側
左　岸

DL0.000

H.W.L 20.010

IP

EP

A1 P1 P5P2 P3 P4 P6 P7 P8 P9 A2

IP-1

BP

終点側
左　岸

平面図

側面図

S=1:600

起点側
右　岸

施工時水位　TP+18.502

【鮎喰川】 【鮎喰川】 【鮎喰川】

【鮎喰川】 【鮎喰川】 【鮎喰川】

【船戸谷川】

【船戸谷川】

（パテ埋め・常温亜鉛メッキ）

（左官工）

（左官工）

（パテ埋め・常温亜鉛メッキ）

断面図 S=1:60

P1～P5部 P5～P9部A1～P1,P9～A2部

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5
排水装置補修工、伸縮装置取替工

排水装置補修工、伸縮装置取替工

排水装置補修工、伸縮装置取替工

(第1径間のみ) (第6径間のみ)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

橋梁補修一般図

1:600

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

1 22/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町（一宮橋）

、伸縮装置取替工、排水装置補修工

、伸縮装置取替工、排水装置補修工

【実施設計図面】

第１～２径間
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350 支間長　L=31275 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 400 支間長　L=39150 400

50

400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39125 400

至 国府

12235 51511975 25511 11214 50桁長　L=31950

50

桁長　L=31950 50桁長　L=31950 50桁長　L=31950 桁長　L=31950 50 50桁長　L=39950 50桁長　L=39950 50桁長　L=39950 50桁長　L=39950 13550桁長　L=39925

橋長　L=360000 26300

350 350 支間長　L=31250

350

350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 40031275350 支間長　L=39125 400

50

至 鬼籠野

河川保全区域

900016000

河川区域 河川区域

河川保全区域

900016000

河川区域 河川区域

河川区域

河川区域

410000

410000

グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、支承防錆工

落橋防止装置防錆工

落橋防止装置防錆工

剥落防止工

剥落防止工

グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、支承防錆工

照明灯補修工

ひび割れ補修工 ひび割れ補修工断面修復工

ひび割れ補修工 ひび割れ補修工断面修復工

照明灯補修工
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伸縮装置取替工 伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、支承防錆工

グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、支承防錆工

グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、支承防錆工
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Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）　徳・一宮　橋梁修繕工事



側面図 断面図

内径φ15，外径φ22

内径φ2，外径φ2.5内径φ2，外径φ2.5

（注入位置）

高弾性チューブ
高弾性チューブ

内径φ15，外径φ22

内径φ15，外径φ22

高弾性チューブ
内径φ2，外径φ2.5

グラウト再充填工
1孔式注入

1 2 3 4 5 6 7 9

54321

7

9

8

10

8 10

6

7 8

9 10

1
2

3
4

5

12345679 10 8

6

ケーブル番号
曲線長(m)

PCケーブル 1

想定削孔数(箇所)

PCケーブル 2

PCケーブル 3

PCケーブル 4

PCケーブル 5

PCケーブル 6

PCケーブル 7

PCケーブル 8

PCケーブル 9

PCケーブル 10

合　計

A1橋台側 P1橋脚側 A1橋台側 P1橋脚側 G1 20 87.208 15%

桁番号 削孔数 曲線長 不充填率

20

注入箇所数

13.081

不充填延長

4.423 5.544 1 1

4.365 5.712 1 1

4.349 5.878 1 1

4.278 5.985 1 1

3.881 5.833 1 1

3.555 5.621 1 1

3.093 4.801 1 1

3.093 4.801 1 1

2.294 3.704 1 1

2.294 3.704 1 1

35.625 51.583 10 10

G2 20 87.208 35% 2030.523

第1径間 G3 20 87.208 15% 2013.081

G5 20 87.208 15% 2013.081

G5 20 87.208 35% 2030.523

合　計 - 100 436.04 - 100100.289

※削孔位置及び削孔数は、施工時の事前調査によって決定すること。

損傷分類

TYPE-B

TYPE-A

TYPE-B

TYPE-B

TYPE-A

-

注入箇所数
　(箇所)

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

20

側面図

備考

Lグレード

Lグレード

Lグレード

Lグレード

Lグレード

[対象部材：主桁](第1径間)

グラウト再充填工詳細図(その1) S=1:50

注）現地実測の上、数量を確定すること。
注）予備削孔、本削孔時に既設鉄筋、PC鋼線を傷付けないように十分に留意すること。
注）施工前に事前調査としてPC鋼線の腐食状況、錆層の塩化物イオン量の調査を行い、
　　再度グレード評価を実施すること。

桁損傷の分類
　TYPE-A（G1桁相当）：外観目視でシース管に沿ったひび割れ（幅0.2mm以上）が確認された主桁
　TYPE-B（G3桁相当）：外観目視でシース管に沿ったひび割れ（幅0.2mm以上）が確認されなかった主桁

※不充填率は、第5径間のG1桁、G3桁の充填調査結果より設定した。

グラウト再充填工詳細図(その1)
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S=1:30鉄筋探査箇所
(主桁断面図)

一般部 端支点部(A1橋台側)

端支点部(P1橋脚側)

3 65

9 8 107

2

1

4

A部詳細図 S=1:10

工事名

図面名

縮尺 図面番号 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

1:50

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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孔

φ
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注入ホース

排気用ホース排気用ホース

飽和カロメル電極

既設グラウト

飽和カロメル電極

排気ホース
排気ホース

注入ホース

注入ホース

飽和カロメル電極
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桁長(水平長) 31950

鉄筋探査範囲(片側)　6.22m2 鉄筋探査範囲(片側)　12.37m2
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側面図 断面図

内径φ15，外径φ22

内径φ2，外径φ2.5内径φ2，外径φ2.5

（注入位置）

高弾性チューブ
高弾性チューブ

内径φ15，外径φ22

内径φ15，外径φ22

高弾性チューブ
内径φ2，外径φ2.5

グラウト再充填工
1孔式注入

1 2 3 4 5 6 7 9

54321

6

7

9

8

10

8 10

12345

1234567910 8

6

7

9

8

10

ケーブル番号
曲線長(m)

PCケーブル 1

想定削孔数(箇所)

PCケーブル 2

PCケーブル 3

PCケーブル 4

PCケーブル 5

PCケーブル 6

PCケーブル 7

PCケーブル 8

PCケーブル 9

PCケーブル 10

合　計

片側 両側 片側 両側 G1 20 102.216

桁番号 削孔数 曲線長 不充填率 注入箇所数不充填延長 備考

5.501 11.002 1 2

5.644 11.288 1 2

5.786 11.572 1 2

5.928 11.856 1 2

5.786 11.572 1 2

5.575 11.150 1 2

4.766 9.532 1 2

4.766 9.532 1 2

3.678 7.356 1 2

3.678 7.356 1 2

51.108 102.216 10 20

G2 20 102.216

第2径間 G3 20 102.216

G5 20 102.216

G5 20 102.216

合　計 - 100 511.080

35% 2035.776

35% 2035.776

35% 2035.776

35% 2035.776

35% 2035.776

- 100178.880

損傷分類

TYPE-A

TYPE-A

TYPE-A

TYPE-A

TYPE-A

-

※削孔位置及び削孔数は、施工時の事前調査によって決定すること。

注入箇所数
　(箇所)

2

2

2

2

2

20

Hグレード

Hグレード

Mグレード

Mグレード

Mグレード

[対象部材：主桁](第2～5径間)

グラウト再充填工詳細図(その2)

側面図

S=1:50

注）現地実測の上、数量を確定すること。
注）予備削孔、本削孔時に既設鉄筋、PC鋼線を傷付けないように十分に留意すること。
注）施工前に事前調査としてPC鋼線の腐食状況、錆層の塩化物イオン量の調査を行い、
　　再度グレード評価を実施すること。

桁損傷の分類
　TYPE-A（G1桁相当）：外観目視でシース管に沿ったひび割れ（幅0.2mm以上）が確認された主桁
　TYPE-B（G3桁相当）：外観目視でシース管に沿ったひび割れ（幅0.2mm以上）が確認されなかった主桁

※不充填率は、第5径間のG1桁、G3桁の充填調査結果より設定した。

グラウト再充填工詳細図(その2)
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8

S=1:30鉄筋探査箇所
(主桁断面図)

一般部 端支点部

2
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3 65

9 8 107
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A部詳細図 S=1:10

工事名

図面名

縮尺 図面番号 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

1:50

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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シース位置探査

ドリルまたはコア削孔

シースを破る

錆層に残留する
塩化物イオン

PC鋼材の
腐食状況

Hグレード
40%亜硝酸リチウム水溶液の注入

+
亜硝酸リチウム添加補修材の充填

Mグレード
10%亜硝酸リチウム水溶液の注入

+
亜硝酸リチウム無添加補修材の充填

Lグレード

亜硝酸リチウム無添加補修材の充填

有(10ppm以上) 無or極少(10ppm未満)

中程度 無or軽微

側 面 図
1～5径間 6～10径間

A

A B

B

[施工要領図]

グラウト再充填工詳細図(その5)S=1:100

注）現地実測の上、数量を確定すること。
注）予備削孔、本削孔時に既設鉄筋、PC鋼線を傷付けないように十分に留意すること。
注）施工前に事前調査としてPC鋼線の腐食状況、錆層の塩化物イオン量の調査を行い、
　　再度グレード評価を実施すること。

A-A断面 B-B断面A-A断面

断 面 図 S=1:60

A1橋台部 P1～P5径間 P5～P9径間

グラウト再充填工詳細図(その5)

4

鉄筋位置およびシース位置の墨だし

コアドリル削孔位置の墨だし

コアドリル削孔

PC鋼材の露出

ホースの設置

シース内通気・密閉度の確認

RCレーダーによりコンクリート内部の鉄筋や
PC鋼材位置を探査する。

ドリル削孔位置をマークする。

マーク位置をコアドリルにて削孔する。

工具を用いてシースを破り、PC鋼材を露出
させる。

ドリル孔にホースを設置する。

ブロアー等を用いて、シース内の密閉度および
通気を確認する。

調査工フロー

主桁直下および作業場所のシート養生

亜硝酸リチウム水溶液の注入

電気化学的測定

亜硝酸リチウム水溶液の除去

亜硝酸リチウム添加補修材の注入

補修材硬化確認・ホース切断

ホース跡の埋め戻し

主桁直下および作業場所の足場上にシート養生
を行い、河川への材料の飛散を防止する。

シース内に亜硝酸リチウム水溶液を注入する。

電気化学的測定により、亜硝酸リチウムの排出
時間を決定する。

亜硝酸リチウム水溶液をシース外に除去する。

亜硝酸リチウム添加補修材をシース内に注入する。

補修材が硬化したのを確認し、ホースを撤去する。

ホース跡を断面修復材等で埋め戻し、仕上げを行う。

補修工フロー

グラウト充填不良部の判定 衝撃弾性波法によってグラウト充填不良部の
判定を実施する。

空隙範囲の確認 シース内部の空隙範囲をCCDカメラを
用いて確認する。

工事名

図面名

縮尺 図面番号 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

1:100

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】

31950 39950

350 1500 6350 500

8700

350 1500

8700

6350 500 1500350

8700

6350 500

自然流下方式によるグラウト再注入自然流下方式によるグラウト再注入自然流下方式によるグラウト再注入



正面図S=1:30側面図

平面図 側面図 S=1:30

B部詳細図 S=1:5

A部詳細図 S=1:5

落橋防止装置補修詳細図 S=1:1000

P1～P4橋脚

P5橋脚

P6～P9橋脚

450

450

500

450

500

500

b1 b2

900

950

1000

合計
横桁厚さ

対象位置

※PC鋼棒の補修長Lは下記の式で求める。 

 L(P1～P4) =｛1550-(900+50+135×2)｝/2  = 165
 L(P5)　　 =｛1550-(950+50+135×2)｝/2  = 140
 L(P6～P9) =｛1550-(1000+50+135×2)｝/2 = 115

P1～P4橋脚

P5橋脚

P6～P9橋脚

165

140

115

L

鋼棒の
補修長

対象位置

(単位:mm)

(単位:mm)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

落橋防止装置補修詳細図

1:1000 5 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

部品詳細図 S=1:5

B

A

※( )寸法はP1橋脚～P5橋脚可動支承側までを示す。

※( )寸法はP5橋脚固定支承側～P9橋脚までを示す。

1 2 3 45 6

(常温亜鉛めっき)

(常温亜鉛めっき)

3　緩衝パッキン 4　伸縮スポンジ2　支圧鈑1　座鈑

5　PC鋼棒

6　六角ナット

G1 G2 G3 G4 G5

A1 P1 P5P2 P3 P4 P 6 P7 P 8 P9 A2

DL0.000

A1 P1 P5P2 P3 P4 P6 P7 P8 P9 A2

終点側
左　岸

起点側
右　岸

4基×3支承線＝12基

終点側
左　岸

起点側
右　岸

4基×3支承線＝12基

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）
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【実施設計図面】
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7
0
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1
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(
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500(450)500(450)

1550

b1 b2

遊間50
115

135 135
115

1
2

2
8 2
5

3
0

φ150 φ250 φ250 φ250

φ27 φ27 φ27 φ27

1550

L L

50

5
7
.
7

40

φ
2
5
0

φ
2
7

φ
2
7

φ
1
5
0

5
7
.
7

4x16=64
41 41

4x16=64

4x16=64
33

4x16=64
33

50

5
7
.
7

φ250

φ150

落橋防止装置防錆工

落橋防止装置防錆工

40 1228 25 30

135

L

橋長 360000 2630023700

至 国府至 鬼籠野

落橋防止装置補修箇所

至 国府至 鬼籠野

23700 橋長　L=360000 26300

落橋防止装置補修箇所



工事名

図面名

縮尺 図面番号 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

1:600 6

剥落防止工詳細図

S=1:60断面図

A1～P1部

G1 G2 G3 G4 G5

P1～P5部

G1 G2 G3 G4 G5

P5～P6部

G1 G2 G3 G4 G5

※1径間および6径間においても、同様の設置範囲とする。
※設置範囲については、現地計測の上、数量を変更すること。
※パイプアンカーは、現地調査の上、添架物に干渉しないように
　配置すること。

設置要領図

※橋軸方向の重ね合わせは
　10cm程度とする。

※剥落防止シートおよびパイプアンカーの設置は
　現地調査の上、対応すること。

上段部

中間部

下段部

A部詳細図 B部詳細図S=1:10 S=1:10

（上段部）

（中間部）

（下段部）

（上段部）

（中間部）

（下段部）

上段部

中間部

下段部

剥落防止工詳細図 S=1:600

側面図

[対象部材:地覆]

※第三者への影響がある1～6径間について設置する。

A1 P1 P5P2 P3 P4 P6 P7 P8 P9 A2

起点側
右　岸

終点側
左　岸

DL0.000

H.W.L 20.010

準備工

削孔工

樹脂注入工

後片付け

仮止め工

墨出し工

アンカー固定工
※上段部、中間部、下段部に
　順次施工する。

施工フロー

剥落防止シート

パイプアンカー

シール材

■材質・品質規格

　基布素材:高強力ビニロン系 　　 　　　　編　み　目:目合い8mmｘ8mm

　表面皮覆:PVC皮膜(塩ビ系合成樹脂)　　繊維目付量:280g/m2以上

　編 み 方:緯糸挿入ラッセル網　　　　　　破 断 伸 度:5ｘ5(％)以上

■パイプアンカー(繊維充填式)　　　　■座金(ワッシャー)　　　　■プレート

　材　　質:SUS304　　　　　　　材質:SUS304　　　　 材質:AES(耐侯)　

　寸　　法:φ6.0xL50mm　　 　　寸法:t=1.0mm　　　　　 寸法:60x60x6mm

          (フランジφ10mm)

　フランジ部:熱硬化フッ素樹脂加工

主　剤(A液)/エポキシ樹脂

　　　　　　 (注入用専用チューブ入り)

硬化剤(B液)/ポリアミドアミン

混 　合 　比/主剤:硬化剤=2:1(重量比)

剥落防止シート仕様一覧

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）
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【実施設計図面】

350 1500

350

8700

6350

2750 2750 500

500

剥落防止工 剥落防止工

350 2750 2750 500

350 1500 500

8700

9
0
01
2
6
5

850 1750@4=7000 850

6350

剥落防止工 剥落防止工

350

1500350

27502750 500

5006350

剥落防止工 剥落防止工

850 1750@4=7000 850

1750@4=7000 850

8700

850

100

ctc1000

パイプアンカー

剥落防止シート

5
9
5

1 0 0

5
9
5

1 0 0

5
0 5

0

パイプアンカー

パイプアンカー

パイプアンカー

パイプアンカー

パイプアンカー

パイプアンカー

100100

25 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39925 50

橋長 360000 26300

至 鬼籠野 至 国府
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0

11975

23700

10800

1
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7000

9
0
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7000

9
0
0
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9
0
0
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9
0
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5
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0

1
7
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1
8

10800

1
7
0
0
0

10800

1
6
0
0
0

10800

1
5
0
0
0

13350 12435 515

6600

8
5
2
3

5000

1
3
8
5
4

3800

1
1
7
2
0

9
9
2
0

4200

350 支間長　L=31275 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39125 400

剥落防止工



工事名

図面名

縮尺 図面番号

支承補修図

1:40 7 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

[対象部材：支承]

対象は、腐食が確認されている可動側支承を対象とする。

支承補修図

支承防錆範囲図 S=1:10

可動側

6～10径間

支承防錆工施工フロー

1～5径間

常温亜鉛めっき

可動側

支承防錆範囲図 S=1:10

常温亜鉛めっき

　注意事項
温度が５度以下または湿度が85%以上の場合、または被塗面が濡れている場合、および
風が強いなど乾燥塗膜に異常が予想される時は、塗装作業を控えること。

塗装条件

塗 装 工 程

１ 　 層

２ 　 層

塗 料 名

素 地 調 整 2 種 ケ レン

塗 装 間 隔

3 6 7 1 2 時 間～

4 時 間 以 内

3 6 7 1 2 時 間～

標準 膜 厚 ( μ m )

5 4 μ m

-

5 4 μ m

使 用 量
( g / m 2 )

常温 亜 鉛メ ッキ ( Z R C 相当 品 )

常 温 亜鉛 メッ キ ( Z R C 相 当 品 )

防錆面積
(0.456+0.310x2)x0.018= 0.020m2/基

防錆面積
(0.506+0.360x2)x0.018= 0.022m2/基

※支承防錆は、前面と側面に実施する。（背面を除く） ※支承防錆は、前面と側面に実施する。（背面を除く）

（前面）
（前面）

（
側

面
）

（
側

面
）

（
側

面
）

（
側

面
）

（背面） （背面）

（常温亜鉛メッキ）

開　始

足場設置

清掃-素地調整

部分防食工

足場撤去

終　了

亜鉛メッキ(2回塗)※

S=1:40

正面図
可動側

平面図
可動側

可動側

可動側

正面図

平面図

常温亜鉛めっき
常温亜鉛めっき

可動

配置図 S=1:800

固定 可動可動可動可動 固定固定 固定固定固定

A1 P1 P5P2 P3 P4 P6 P7 P8 P9 A2

可動 可動 可動 可動 可動固定 固定 固定固定

年　度

事業者

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）
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【実施設計図面】
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28 450 28

506

450

3
6
0

5 0 6 450

2
7
0

1 7 50 1750 17 50 1750

7000

支承防錆
支承防錆
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

上部工補修工共通詳細図

- 8 /

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

上部工補修工共通詳細図

ひびわれ注入工施工フロー

開　始

ひび割れ部の清掃

ひび割れ面シール

注　入

注入用パイプセット

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注入量の確認-養生

パイプ撤去

シール材撤去

終　了

エポキシ樹脂にて接着

注入座金

ひび割れ注入用インジェクター

（300mm Pitch）

樹脂注入口

エポキシ樹脂注入材を充填

ひびわれ注入工詳細図断面修復工詳細図

（
平

均
厚

）

 　　　り除去する。

 　　　除去する。鉄筋の錆は、ベビーサンダー等によ
 　　　ひび割れ或いは剥離箇所の脆弱部をはつり
注)　1.はつり範囲にカッターを入れ電動ピックにより、

注)　2.断面修復は、比抵抗(15kΩ以下)のポリマーセメント

 　　　モルタルを使用すること。(レンダロックモルタル推奨）

打継用エポキシ樹脂接着剤塗布

鉄筋防錆材塗布（既設鉄筋ケレン後）

断面修復材充填（ポリマ-セメントモルタル）

U字型カット

ひびわれ充填工詳細図

断面修復材充填
(ポリマーセメントモルタル)

断面修復工施工フロー

開　始 打音調査
ひび割れ調査

ひびわれ充填工施工フロー

開　始

ひび割れ面のUカット

プライマー塗布

バックアップ材挿入

清　掃

ひび割れ調査

充てん材を充てん

養　生

終　了

うき-剥離面のコンクリートの
　　 はつり-鉄筋の露出

鉄筋表面に鉄筋防せい材塗布

コンクリート面に
 プライマー塗布

鉄筋のさび落とし-清掃

コンクリートの欠損部に
　 充てん材を充てん

養　生

終　了

カッター工

[対象部材：主桁、横桁、床版、地覆] [対象部材：主桁、横桁、床版] [対象部材：主桁、横桁、床版]

（エポキシ樹脂1種）

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）
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【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側
(上流側)

(下流側)

(下フランジ)

(上フランジ 床版下面)

9

位置
幅(m)

断面修復工

1 0.20

高さ(m)

寸法(m)

0.05

箇所数

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2m m以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

(G1主桁)

上部工補修図(第1径間その1)

上部工補修図(第1径間その1)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）
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【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

(下流側)

(下フランジ)

(上フランジ 床版下面)

(上流側)

1

2

3

位置 寸法(m)

0.60

2.00

1.00

ひび割れ注入工

1

2

3

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

10

上部工補修図(第1径間その2)

(G2主桁)

上部工補修図(第1径間その2)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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0
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

(下流側)

(下フランジ)

(上フランジ 床版下面)

(上流側)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

位置

11

12

13

14

15

16

17

位置 寸法(m) 寸法(m)

0.50

0.50

0.30

0.30

0.50

0.50

1.00

1.10

1.10

1.00

1.00

0.80

1.00

1.30

1.30

1.20

0.60

ひび割れ注入工

位置
幅(m)

断面修復工

1 0.30

高さ(m)

寸法(m)

0.20

箇所数

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2m m以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1 2

3 4

5 6 7 8 9 10 11

12

1 3

14

15

16

1 7

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

1

11

上部工補修図(第1径間その3)

(G3主桁)

上部工補修図(第1径間その3)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

(下流側)

(下フランジ)

(上フランジ 床版下面)

(上流側)

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2 mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

12

上部工補修図(第1径間その4)

(G4主桁)

上部工補修図(第1径間その4)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】

5
0
0

2 0 0
210

290～1301
50

150～180

5
0
0

2 0 0
210

290～1301
50

150～180



凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側(上流側)

(下流側)

(下フランジ)

(上フランジ 床版下面)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

位置 寸法(m)

1.50

1.00

1.50

2.50

1.20

0.50

1.50

2.00

0.60

ひび割れ注入工

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2 mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1

2

3

4 5 6

7

8
9

13

上部工補修図(第1径間その5)

(G5主桁)

上部工補修図(第1径間その5)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

位置
幅(m)

0.10

0.05

0.10

0.40

0.05

1.30

0.10

1.30

1.00

断面修復工

1 0.10

高さ(m)

寸法(m)

0.15

0.05

0.15

0.20

0.10

0.25

0.20

0.25

0.25

0.30

箇所数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

位置
幅(m)

0.10

0.10

0.10

0.25

0.30

0.30

0.30

0.10

1.00

0.10

高さ(m)

寸法(m)

0.30

0.30

0.20

0.30

0.10

0.10

0.10

1.00

0.10

0.40

箇所数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

1 1

12

13
14

15

16

17

18
19

2 0

位置
幅(m)

0.10

0.10

0.10

0.10

高さ(m)

寸法(m)

0.05

0.05

0.05

0.05

箇所数

1

1

1

121

22

23

24

21

22

23

2 4

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

14

上部工補修図(第1径間その6)

(横桁)

上部工補修図(第1径間その6)

G1-G2

G2-G3

G3-G4

G4-G5

(起点側) (終点側)(起点側) (起点側) (終点側) (起点側) (終点側) (終点側)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

1 2

1413121 110

98765

4321

17161 5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

位置

11

12

13

14

15

16

17

位置 寸法(m) 寸法(m)

1.00

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.60

0.60

0.60

0.60

ひび割れ注入工

2

3

4

位置
幅(m)

0.40

0.80

4.00

断面修復工

1 2.00

高さ(m)

寸法(m)

0.10

0.10

0.10

0.10

箇所数

1

1

1

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

3 4

15

上部工補修図(第1径間その7)

(床版・地覆)

上部工補修図(第1径間その7)

A1 P1

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

(上フランジ 床版下面)

（下流側）

（上流側）

（下フランジ）

1

2

4

3

5
6

8 9

10

13

14

1 5

1 1

1 2

1917

2018

2 1

22

2 5
23

24

3 2

31
26 2 7

2 8 29 30

7 16

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

位置

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

位置 寸法(m) 寸法(m) 寸法(m)位置

21

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

2.30

1.00

3.00

2.30

1.10

2.00

0.50

0.60

0.60

1.50

0.50

1.00

5.00

3.00

2.30

2.00

5.00

5.00

2.00

2.00

2.00

2.00

3.00

3.00

2.00

0.70

0.70

1.50

2.00

1.50

ひび割れ注入工

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2m m以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1

1

位置 寸法(m)

2.00

寸法(m)位置

31

32

0.80

2.30

ひび割れ充填工

上部工補修図(第2径間その1)

16

上部工補修図(第2径間その1)
(G1主桁)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

（下流側）

（上流側）

(上フランジ 床版下面)

（下フランジ）

1

2 4

3

5 7

6

8 9

1 0 11

12 13
14 1 2 3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

位置

11

12

13

14

位置 寸法(m) 寸法(m)

0.80

2.00

2.00

1.00

3.00

0.80

1.00

0.70

0.80

2.00

1.00

1.50

1.00

1.10

ひび割れ注入工

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

2

3

位置
幅(m)

0.30

0.30

断面修復工

1 0.70

高さ(m)

寸法(m)

0.05

0.05

0.10

箇所数

1

1

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

上部工補修図(第2径間その2)

17

上部工補修図(第2径間その2)
(G2主桁)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

（下流側）

（上流側）

(上フランジ 床版下面)

（下フランジ）

1 2 3

4

5 6 7

8

9

10

1 1 1 3

12

1 51 4

222 01 7

18

1 6

19

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

位置

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

位置 寸法(m) 寸法(m) 寸法(m)位置

212.20

0.50

3.00

1.00

3.00

2.00

1.50

3.00

3.00

3.00

3.00

4.00

2.00

3.00

1.20

4.00

1.50

1.50

1.50

2.50

5.00

ひび割れ注入工

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1

位置 寸法(m)

3.00

ひび割れ充填工

21

22 1.00

上部工補修図(第2径間その3)

18

上部工補修図(第2径間その3)
(G3主桁)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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50
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50



凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

（下流側）

（上流側）

(上フランジ 床版下面)

（下フランジ）

1 2

3 4

5
6

8 97 10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

位置 寸法(m)

0.80

0.60

1.50

2.60

0.70

1.00

1.00

0.80

1.20

3.00

ひび割れ注入工

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2 mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

上部工補修図(第2径間その4)

19

上部工補修図(第2径間その4)
(G4主桁)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

（下流側）

（上流側）

(上フランジ 床版下面)

（下フランジ）

1 2 3 4

5 6

7

8

9

10

11

12

1 3

14

16

1715

2 018 21

19 2 2

2 3

位置
幅(m)

断面修復工

1 0.60

高さ(m)

寸法(m)

0.05

箇所数

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

位置

11

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

位置 寸法(m) 寸法(m) 寸法(m)位置

21

22

23

0.50

1.20

1.00

2.00

1.80

2.00

1.70

1.50

6.00

6.00

4.00

7.00

2.20

1.50

1.00

1.00

1.00

2.50

4.00

2.00

2.50

2.50

1.50

ひび割れ注入工

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2 mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1

上部工補修図(第2径間その5)

20

上部工補修図(第2径間その5)
(G5主桁)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

2

3

4

5

位置
幅(m)

0.10

0.40

0.20

0.20

断面修復工

1 0.05

高さ(m)

寸法(m)

0.10

0.10

0.10

0.20

0.30

箇所数

1

1

1

1

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1

2 3 4

5

上部工補修図(第2径間その6)

21

上部工補修図(第2径間その6)
(横桁)

G1-G2

G2-G3

G3-G4

G4-G5

(起点側) (終点側) (起点側) (終点側) (起点側) (終点側)(起点側) (終点側)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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凡　　例

ひびわれ

う　き

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

豆板・空洞

漏水・滞水

工事名

図面名

縮尺 図面番号

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

S=1:60

1:60

ひび割れ幅 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

補修対象外

補修対象

《補修対象》

《補修工法一覧表》

起点側 終点側

1

2

位置 寸法(m)

0.50

0.50

ひび割れ注入工

2

3

4

位置
幅(m)

0.30

0.10

0.30

断面修復工

1 2.00

高さ(m)

寸法(m)

0.30

0.05

0.05

0.10

箇所数

1

1

1

1

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）うき、豆板など損傷部は、補修跡も含めて詳細調査を行い、
　　劣化している箇所は全て補修すること。

注）足場架設後に現地実測の上、数量を確定すること。
注）基本的に0.2mm以上のひび割れを補修対象とする。
注）遊離石灰を伴う箇所は、要調査の上で補修すること。
　　遊離石灰により、注入が困難な場合はUカット工法（もしくはVカット工法）
　　で取り除き、ポリマーセメントモルタル埋戻による充填工法に変更し補修すること。

1

2 3 4

1 2

上部工補修図(第2径間その7)

22

上部工補修図(第2径間その7)
(床版・地覆)

P1 P2

配置図 S=1:150

年　度

Ｒ８徳土　鬼籠野国府線（一宮橋）

徳・一宮　橋梁修繕工事

令和８年度

徳島県徳島県土整備事務所

徳島市一宮町（一宮橋）

22

【実施設計図面】
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